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グローバル 
サプライチェーンと 

RFIDの活用 
柴 田    彰 
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グローバルサプライチェーン 

国際標準化の考え方 
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サプライチェーン標準化の考え方 

高容量データキャリアに
よるデータベース複合 

システムの構築 

EDIデータを 
荷物に表示する 
手段が必要 

ペーパー EDI 
EDI 補完の 
手段が必要 EDI (EC)の 

導入促進 
UN/EDIFACT,  

EANCOM, XML 

製品の 
ライフサイクル 
管理の実現 

 
部品・製品の 

調達、生産、輸送、
販売、修理、 
リサイクルの 

一元管理が必要  

全ての企業への 
EDI導入は不可能 

EDIデータと荷物を 
紐付けする 
必要がある 

リニアシンボルによる
データベース集中 
システムからの脱皮 

・全ての物品、全て
の輸送容器、全て
の輸送手段に 

固有の 
識別番号が必要 

・通関を含めた 
インターモーダル 

輸送の実現 
・在庫削減、適切な 
生産計画の実現 

リアルタイムロケー
ションシステムの 

利用促進 
 
 

絶対ロケーション 
コードの標準化 

高容量データ
キャリアの 
利用促進 
2D シンボル 

RFタグ 

 

データキャリア／ 
コンテンツの 

標準化 
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サプライチェーンでの物品識別の原則 

全ての産業分野で全ての物 に、世界で唯一のオープンな識別コードを付与する 

全ての産業分野で 
全ての輸送容器
に、世界で唯一の
オープンな識別コード
を付与する 

全ての産業分野で 
全ての輸送手段
に、世界で唯一の
オープンな識別コード
を付与する 

全ての輸送中継地
点 (空港、港湾等)
の位置 を示す、世界で

唯一のオープンな位置
コードを付与する 

GPS /GLSと連動 

全ての産業分野で全ての輸送単位（梱包） に、世
界で唯一のオープンな識別コードを付与する 

緯度経度 

SCMの高度化 

全ての産業分野で全ての
発注者、受注者、配送
先 に、世界で唯一のオープ

ンな識別コードを付与する 

全ての産業分野で全ての
発注者、受注者、配送
先の位置 を示す、世界で

唯一のオープンな位置コー
ドを付与する 

全ての税関／出入
国管理事務所の位
置 を示す、世界で唯一

のオープンな位置コード
を付与する 

複合一貫輸送の実現 
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サプライチェーン規格での協力体制 

自動車輸送 
ISO TC204 

鉄道輸送 
IEC TC9 

包装 
ISO TC122 

コンテナ 
ISO TC104 

ISO/IEC 
JTC1  
SC31 

船舶輸送 
ISO TC8 

Intelligent Transport Systems 

Ships and 
marine 
technology 

Packaging 
Freight  
containers 

Electrical 
Railway 
Equipment 

IMO 
International 
Maritime 
Organization 

WCO 
World Customs 
Organization 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2013-12-25 

 6 

サプライチェーンマネージメントのゴール 
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サプライチェーンマネージメントのゴール 
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サプライチェーンの階層 

階層0 階層1 
階層2 

階層3 
階層4 

階層5 

      

      
      

      
      

      
      

      

輸送単位 

リターナブル 
輸送機材 コンテナ 

包装 製品 

輸送手段 

RPI RPI 

RTI 

Returnable  
Transport Item 

Returnable  
Packaging  Item 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2013-12-25 

 9 

RTI Returnable Transport I temとRPI Returnable  Packaging  I tem 
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サプライチェーンの階層 

階層 5 

階層 4  

階層 3 

階層 2  

階層 1 

階層 0 

包装 包装 包装 包装 包装 包装 包装 包装 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

リターナブル 
輸送機材 RTI 

リターナブル 
輸送機材 RTI 

コンテナ 

輸送手段  （自動車、飛行機、船、列車） 

RPI 

RPI 

部品、材料 

RPI 

RPI 

RPI 

ISO 17367 
ISO 28219 

ISO 17364 

ISO 17363 

ISO 17366 
ISO 22742 

ISO 17365 
ISO 15394 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 
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グローバルサプライチェーン 

データキャリアの階層と
標準化の進捗 
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階層 0 データキャリア 
SC31 WG1/WG4  
エアーインターフェイス 

コンフォーマンス/パフォーマンス 

サプライチェーンのデータキャリア階層 

階層 2 データキャリアへのデータ格納方法規格 
SC31 WG1/WG4 SG1 
タグ/リーダ間インターフェイス 

リーダ/ホスト間インターフェイス 

階層 1 物品の識別規格 
SC31 WG2 

ユニーク識別（商品、輸送容器 etc） 

階層 3 アプリケーション 
TC122 WG12 

TC104 SC4 WG2 
SC31 WG5 

SCM、電子シール、RTLS 

タグ固有ID 

データキャリア 
識別子 

DoD 

UPU 

AIAG 

EIA 

DHS 

自動車識別 TC204 

船舶識別 TC8 

航空機識別 TC20 

列車識別 TC9 

コンテナ識別 

動物識別 

情報識別 

人の識別 
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（1）どこまで標準化できたか 
 基本的な規格は完成した。 
  データキャリア ：ISO/IEC 18000-3M3、 ISO/IEC 18000-6C （RFID） ・・・ 
             ISO/IEC 18004、 ISO/IEC 16022 （2次元シンボル） ・・・ 
             ISO/IEC 15417、 ISO/IEC 16388 （1次元シンボル） ・・・ 
  データ構造   ：ISO/IEC 15459-1、 ISO/IEC 15459-2 、 ISO/IEC 15459-3 
              ISO/IEC 15459-4、 ISO/IEC 15459-5 、 ISO/IEC 5459-6 ・・・ 
  データ格納方法：ISO/IEC 15961、 ISO/IEC 15962  （RFID） ・・・ 
             ISO/IEC 15418、 ISO/IEC 15434 （1次元/2次元シンボル） ・・・ 
  アプリケーション：ISO 17363、 ISO 17364・・・ISO17367 （RFID） 
             ISO 28219、 ISO 22742、 ISO 15394 （1次元/2次元シンボル） 

 
（2）残された課題は何か？ 
 a) RFタグにISO/IEC 15459で規定するデータが格納できない。 
  b) インターモーダルなサプライチェーン規格がない。 
 c) アプリケーションでRFIDと1次元/2次元シンボルとのホストへの 
    転送データ構造が一致しない。 
    d) 通い箱物流システムが確立していない。 
  e) オープンな位置コードが標準化されていない。 
 

サプライチェーンでの標準化 
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（3）どう取り組むか？ 
 1)サプライチェーン全体を統括する規格。 
    ⇒アプリケーションプロファイル標準化（ISO TC204） 
   ⇒ISO 24533 成立  
 2)複数データキャリアの使用に対する整合性確保。 
    ⇒サプライチェーンの階層を横断的に利用するための 
      データキャリア標準化（ISO TC122） 
  ⇒ISO 17370 成立 
 3）通い箱物流システムの進化 
     ⇒通い箱ダイレクトマーキングの標準化（ISO TC122） 
   ⇒ISO 17350 成立 
 4)サプライチェーンにおける位置コードの利用。 
    ⇒世界的に統一（統合）化された位置コードの 
      標準化（ISO TC211） 
  ⇒ISO 18495 完成車物流における位置コード 

サプライチェーンでの標準化 
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グローバルサプライチェーン関連規格 160規格 
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グローバル サプライチェーン 

全体像と課題 
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グローバルサプライチェーン構造と規格 
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グローバルサプライチェーンの課題 
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グローバルサプライチェーン 

国際標準化詳細 
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ISO/IEC 15418 
 
 
 

ユニークID関連団体 

GS1 
AI 

ANSI 
DI 

SC31 WG2 
ISO/IEC 15459 
ISO/IEC 15434 

15418: GS1 Application Identifiers and FACT Data Identifiers and Maintenance 
15459: Unique Identifier for Transport Units 
15434: Transfer Syntax for High Capacity ADC Media  

TC20 
ISO 21849  
航空宇宙 

TC204 
ISO 14816 
自動車識別 

TC104 
ISO 10374 
コンテナ識別 

TC122 
ISO 17363～17367 
サプライチェーン識別 

RFID 

TC122 
ISO 15394,22742,28219 

サプライチェーン識別 
1次元/2次元シンボル 

DoD NATO 
登録機関AIM（米国） 
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物品識別の基本的な考え方 日本発国際提案 
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ユニーク識別規格 
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識別子 
ISO/IEC JTC1 SC31    ISO/IEC 15418 (JIS X 0531)  
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発番機関コード（IAC） 

ISO/IEC JTC1 SC31    ISO/IEC 15459-2 (JIS X 0532-2) 

登録機関はAIM (米国) 
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RFIDサプライチェーン規格 

規格は階層構造になっているのでどの規格を適用す
るか決定する必要がある 
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RFIDサプライチェーン規格 

25S 
GS1 SGTIN 17367 

25S 
GS1 SGTIN 17366 

J,1J～6J 
GS1 SSCC 17365 

 
 
 
 

18000-63 
18000-3M3 

25B,55B 
GS1 GRAI 17364 

18000-7 

ISO/IEC 
15434 

and 
ISO/IEC 
15962 

 

 
ISO/IEC 
15418 

and 
ISO/IEC 
15961 

7B 17363 

Air 
Interface 

Data 
Structure 

Data 
Semantic  

Unique 
Identifier  Spec.NO 

18000-7 
18000-63 

18000-3M3 
18000-2A 

ISO/IEC 
15418 

RFIDにデータを格納する方法 
（セマンティック、構造）は規定されている 
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RFタグは、既に活用されている1次元/2次元シンボルと
の並存が必須 

サプライチェーン国際規格の相関 
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RFID活用のための 

留意点1 
規格の構成と役割分担 
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規格の構成と役割分担 
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ISO規格構成 

ホスト 

リーダライタ RFタグ 

コマンド／ 
レスポンス 
ユニット 

物理的 
質問機 

データプロトコル 
プロセッサー 

アプリケーション 
コマンド 

エア 
インター 
フェイス 

論理メモリー 

エンコーダ 
デコーダ 

アプリケーション 
レスポンス 

タグドライ
バー コマンド 

レスポンス 

論理メモリー
マップ 

物理的メモリー アプリケーション
プログラム 
インターフェイス 

ISO/IEC 18000 
ISO/IEC 15963 

ISO/IEC 
 15961 

ISO/IEC 
 15962 

ISO/IEC 15962 
アネックス 

ISO/IEC 
 24791 

マッピング 
ルール 

ホスト 
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EPC規格構成 
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RFID活用のための 

留意点2 
RFタグのメモリ容量制限 
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必要データ量とRFタグのメモリー容量 

用途 識別子 
最大 
桁数 

必要 
メモリ容量 

車両識別（VIN） I 17 119ビット 

部品識別 25S 50 

350ビット 輸送機材識別 25B、55B 50 

輸送単位識別 J、1J～6J 50 

伝票識別 25K 500 3500ビット 

かんばん識別 15K 150 1050ビット 

★ISO国際標準や自動車業界標準成立を受けて、メモリー容量が730ビット
のものが販売されるようになってきたが、これでも104桁しか格納できない。 
★QRコードのかんばんデータをRFタグに格納するには制限されたメモリーを
有効に使用する必要がある。 

★現在RFタグのメモリ容
量は96ビットや128ビット
が主流である。 
★かんばんデータを150
桁とすると、1桁7ビットで
格納すると1050ビット必
要になる。 
★64Kバイトタグは非常
に高価である。 

メモリー制限により、会社（事業部）ごとに格納方法を決
めると、共通のルールに基づいたリード・ライトが不可 
（勝手コードの使用中止） 
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RFID活用のための 

留意点3 
同じRFタグの利用 
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ISO/IEC 18000-63 Type Cのメモリ構造 
MSB                                 LSB MSB                               LSB 

USER 
TID 
UII 

RESERVED 

Bank 112 

Bank 102 

Bank 012 

Bank 002 

1Fh 
0Fh 

10h 
00h 

TID [15:0] 

・ 
・ 
・ 

TID [31:16] 2Fh 
1Fh 
0Fh 

20h 
10h 
00h 

UII [15:0] 

UII [N:N-15] 
Stored PC [15:0] 

Stored CRC-16 [15:0] 

・ 
・ 
・ 

3Fh 
2Fh 
1Fh 
0Fh 

30h 
20h 
10h 
00h 

Access Password [15:0] 
Access Password [31:16] 

Kill Password [15:0] 
Kill Password [31:16] 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

DSFID(Precursor) [15:0] 
1Fh 
0Fh 

10h 
00h 

Extended DSFID [7:0] Optional XPC W2[15:0] 
Optional XPC W1[15:0] 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

220h 
210h 

22Fh 
21Fh 

UIIバンクと 
USERバンクの使い方 
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RFID活用のための 

留意点4 
ユニークなコードが必要 
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UIIバンク（Bank01）の製品識別コード例 
Identifier Structure 

25S IAC CIN SN (Consists of PN and part SN) 

SGTIN-96 
Header; Filter 

Value; 
Partition 

Company 
Prefix Item Reference and Serial Number 

I VIN 

IAC CIN 
DUNS & Bradstreet UN 9 numeric 

JIPDEC LA 12 alphanumeric 
TEIKOKU DATABANK LTD. VTD 9 numeric 

シリアル番号（SN） 

オブジェクトデータ（OD） オブジェクト連続番号 

製品（部品）品番 
工場 
番号 

ライン 
番号 

製造 
年月日 

製造 
時間 

連続 
番号 

日本では製造者、荷主などが自社の 
企業識別コードを付ける習慣がない。 
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RFID活用のための 

留意点5 
CRCの取り扱い 
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CRC の取り扱い 

CRC Bits from 00 HEX – 0FHEX 
00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F 

CRC 

★RFタグの種類によってはCRCの 
    格納エリアがないものがある。 
★リーダライタの種類によってはCRCを 
  送信しないものがある。 
★リーダライタの種類によってはCRCを 
  送信できないものがある。 
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RFID活用のための 

留意点6 
PCビット情報 
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PCビットの構造 

Protocol Control Bits from 10 HEX – 1FHEX 
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 1A 1B 1C 1D 1E 1F 

Length Indicator User 
Mem XPI 

EPC/ 
ISO 

TDS-defined for EPC/ 
Application Family Identifier (AFI)  

000002 : 1 Word , UII 10 h～1F h  
000012 : 2 Words , UII 10h～2Fh  
000102 : 3 Words , UII 10h～3F h 
 
 
111112 : 32 Words , UII 10h～20Fh 

User Memory 
 in Use Indicator 
Bit 15:0 
  Non User 
  Memory 
Bit 15:1 
  User Memory   

Bit 17 : 0 EPC 
Bit 17 : 1 ISO AFIs 

XPC Indicator(XPI) 
Bit 16 : 0 No Extension 
Bit 16 : 1 Extension 32Word 

Numbering System Identifier (NSI) 

AFI Content 

A1,(A4) ISO 17367, (HazMat) 

A2,(A7) ISO 17365, (HazMat) 

A3,(A8) ISO 17364, (HazMat) 

A5,(A6) ISO 17366, (HazMat) 

…
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RFID活用のための 

留意点7 
DSFIDビット構造 
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DSFIDのビット構造 

Accuses method 
Value Content 

0  No-Directory 
1  Directory 
2  Packed-Objects 
3  Tag-Data-Profile 

Data format 
Value Content 

0  Not Format 
1  Full featured 
2  Root-OID Encoded 
3  ISO/IEC 15434 
4  ISO/IEC 6523 
5  ISO/IEC 15459 
8  ISO/IEC 15961 Combined 
9  GS1 

10  Data-Identifier-Algorithm 
11  UPU 
12  IATA-Baggage 

Accuses 
 method 

ISO/IEC15961-1 sec 7.2.5 
ISO/IEC15962 Annex D 

ISO/IEC15961-1 sec 7.2.4 
ISO/IEC15962 sec 11 

 0  1  2  3  4  5  6  7 
Data format Extend 

Syntax 

0x00 0x07 

ISO 
TC122 

ISO 
TC122 
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RFID活用のための 

留意点8 
Precursorのビット構造 
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Precursorのビット構造 

 8  9  A  B  C  D  E  F 

 Format Envelope Offset 

0x08 0x0F 

Compaction Type 
Compaction type 

Binary Content 
000  Application defined  
001  Integer (binary) 
010  Numeric 
011  5 bit code 

100  6 bit code 
101  7 bit code 
110  Octet string 
111  UTF-8 string 

Format Envelope 
Binary Content 
0001  Transportation 
0010  Complete EDI 
0011  ANSI ASC X12 
0100  UN/EDIFACT 
0101  GS1 AI 
0110  ISO/IEC 15459 DI 
1000  CII Syntax Rules 
1001  Binary data 
1100  TEI 

ISO/IEC15962  sec 13 
ISO/IEC15962  Annex D 
ISO/IEC15962  Annex E 

ISO/IEC15434 

ISO 
TC122 

ISO/IEC15962  sec 12 
ISO/IEC15962  Annex T 
ISO/IEC15962  Annex U 
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データコンパクション 

Type Content 
Integer  整数の2桁から19桁をﾊﾞｲﾅﾘｰ変換 

Numeric 4ビットコンパクション、数字0～9、 
ISO/IEC 646：30hex～39hex、00002～10012 

5 Bits 英大文字、特殊記号 
ISO/IEC 646：41hex～5Fhex、000002（A）～111112（アンダーバー） 

ISO/IEC 646の上位2ビットを省略 

6 Bits 数字、英大文字、特殊記号 
ISO/IEC 646：20hex～5Fhex、1000002（SP）～1111112（アンダーバー） 

ISO/IEC 646の上位1ビットを省略 

7 Bits 数字、英文字、特殊記号 
ISO/IEC 646：00hex～7Ehex、00000002（NUL）～11111102（～） 
全ISO/IEC 646 

8 Bit 数字、英文字、特殊記号 
ISO/IEC 8859-1：00hex～FFhex 
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新6ビットデータコンパクション 

Char 

 
Pattern 

 
Char 

 
Pattern 

 
Char 

 
Pattern 

 
Char 

 
Pattern 

 SPACE 

 
10 0000 

 
0 

 
11 0000 

 
@ 

 
00 0000 

 
P 

 
01 0000 

 EOT  
 

10 0001 

 
1 

 
11 0001 

 
A 

 
00 0001 

 
Q 

 
01 0001 

 “ 

 
10 0010 

 
2 

 
11 0010 

 
B 

 
00 0010 

 
R 

 
01 0010 

 # 

 
10 0011 

 
3 

 
11 0011 

 
C 

 
00 0011 

 
S 

 
01 0011 

 $ 

 
10 0100 

 
4 

 
11 0100 

 
D 

 
00 0100 

 
T 

 
01 0100 

 % 

 
10 0101 

 
5 

 
11 0101 

 
E 

 
00 0101 

 
U 

 
01 0101 

 & 

 
10 0110 

 
6 

 
11 0110 

 
F 

 
00 0110 

 
V 

 
01 0110 

 ‘ 

 
10 0111 

 
7 

 
11 0111 

 
G 

 
00 0111 

 
W 

 
01 0111 

 ( 

 
10 1000 

 
8 

 
11 1000 

 
H 

 
00 1000 

 
X 

 
01 1000 

 ) 

 
10 1001 

 
9 

 
11 1001 

 
I 

 
00 1001 

 
Y 

 
01 1001 

 * 

 
10 1010 

 
: 

 
11 1010 

 
J 

 
00 1010 

 
Z 

 
01 1010 

 + 

 
10 1011 

 
; 

 
11 1011 

 
K 

 
00 1011 

 
[ 

 
01 1011 

 , 

 
10 1100 

 
< 

 
11 1100 

 
L 

 
00 1100 

 
¥ 

 
01 1100 

 - 

 
10 1101 

 
= 

 
11 1101 

 
M 

 
00 1101 

 
] 

 
01 1101 

 . 

 
10 1110 

 
> 

 
11 1110 

 
N 

 
00 1110 

 
G

S  
 

01 1110 

 / 

 
10 1111 

 
? 

 
11 1111 

 
O 

 
00 1111 

 
R

S  
 

01 1111 

 

新6ビットデータコンパクションは 
7ビットASCIIから 

最上位ビットを除いたものではない 

ISO/IEC 15434に対応した 
制御文字が必要 
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RFID活用のための 

留意点9 
Extended DSFID 

（ Data Byte Count Indicator ） 
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Extended DSFID 

 0  1  2  3  4  5  6  7 
 Bit values for Byte Count Indicator 

0x10 0x17 

Byte Count Indicator Switch 

1. If the length is between 0 and 127 bytes, the length is encoded in one byte 
    with the lead bit = 0   0bbbbbbb   where  bbbbbbb = length in bytes 
2. If the length is between 128 and 16383 bytes, the length is encoded  
   in two bytes as follows: 
  a. Set the first bit of the lead byte = 1 and the first bit of the second byte = 0. 
     1bbbbbbb   0bbbbbbb 
  b. Convert the length (in bytes) to its binary value. 
  c. Encode the value in the bits 7 to 1 of each byte of the length encoding. 
3. If the length is between 16384 and 2097151, the length is encoded  
    in three bytes as follows: 
  a. Set the first bit of the lead byte = 1 and the first bit of the last byte = 0 
      and the first bit of all intervening bytes = 1.  
    1bbbbbbb   1bbbbbbb   0bbbbbbb 
  b. Convert the length (in bytes) to its binary value. 
  c. Encode the value in the bits 7 to 1 of each byte of the length encoding. 

Data Byte Count Indicator 
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RFID活用のための 

留意点10 
同一RFタグの混在使用 
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どのRFタグを読むのか？ 

タグA 

A タグ B 

B 

A 

A 
A 

A 
A 

B 

A 

B 

A 
B 

A 

タグC 

包装タグ 

製品タグ 

輸送単位タグ 
（便タグ） 

（かんばん） 

長距離 
・輸送単位番号、 
 梱包数 
 送り先 等 

中～長距離 
・製品品番、製造者、 
 販売者 等 

短～中距離 
・製品品番、製造者 等 

同じ種類のタグではタグの選択的読み取り機能が必要 

１J 
15K 

I､25S 

25S 
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RFID活用のための 

留意点11 
リカバリー手段 

データキャリア混在使用 
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データキャリアの混在使用 
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 リライタブルラベルシステム 

日本で開発された文字などの書換え可能システム 

サーマル消去 サーマル印字 

リライタブル 
ラベル 

書換 
回数  ≧ 1000回 

加熱 
低速冷却 

加熱 
高速冷却 
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 リライタブルハイブリッドメディアの構造 

ICチップ 

RFID層 

QRコード 

リライタブル 
ラベル/カード 

感熱ヘッド（接触式） 
レーザ（非接触式）で 
印字/消字 
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リライタブルハイブリッドメディアのかんばん 

リターナブル容器管理だけでなく、納品単位での 
RFID活用も視野に入れた事例 

表面（書込み） 

表面のＱＲｺｰﾄﾞと同一ﾃﾞｰﾀをRFタグ
に格納し、ﾃﾞｰﾀの読み書きを行う 

発色 消色 
８００回程度繰返し
利用可 

裏面（RFタグ埋め込み） 

紙のように使い捨てではなく、環境保護を狙いとし 
リライト（書込み／消込み）ができるリライタブルシートに 
RFタグを埋め込み、遠隔でタグﾃﾞｰﾀの読み／書きができる媒体 

表面（消し込み） 
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自動車業界（JAIF）における 

具体的事例 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2013-12-25 

 58 

UII（Bank01）のJAMA/JAPIA具体例 
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DI 

IAC 

UIIバンクは 
272ビット以上 

UIIは240 
ビット以上 
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UII（Bank01）のJAIF例 

Identifier Structure 

25S IAC CIN SN 
(Consists of PN and part SN) 

SGTIN-96 
Header; Filter 

Value; 
Partition 

Company 
Prefix Item Reference and Serial Number 

I VIN 

IAC CIN 
DUNS & Bradstreet UN 9 numeric 

Odette OD 4 alphanumeric 
JIPDEC LA 12 alphanumeric 

TEIKOKU DATABANK LTD. VTD 9 numeric 

シリアル番号（SN） 

オブジェクトデータ（OD） オブジェクト連続番号 

部品品番 
工場 
番号 

ライン 
番号 

製造 
年月日 

製造 
時間 

連続 
番号 
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DSFID、PrecursorのJAIF例 

DSFID 
0x00 0x01 0x02 0x03 0x04 0x05 0x06 0x07 

0 0 0 0 0 0 1 1 

Precursor 
0x08 0x09 0x0A 0x0B 0x0C 0x0D 0x0E 0x0F 

0 1 0 0 0 1 1 0 

x03：ISO/IEC15434に基づいたディレクトリーなしの 
データ構文⇒6ビットコンパクション 

x46：ISO/IEC15434に基づくISO/IEC15459（DI）の 
データ構造⇒6ビットコンパクション 

ISO 1736xと同じデータ構造である。 
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Extended DSFIDの具体例 
[)> RS 06 GS 25SUN043325711MH8031200000000001 G

S 1T110780 G
S Q21 GS 

4LUS RS EOT 
25SUN043325711MH8031200000000001 G

S 1T110780 G
S Q21 GS 4LUS EOT 

    UII = 25SUN043325711MH8031200000000001 
  LOT = 1T110780 
  QTY = Q21 
  CoO = 4LUS  
 
Data to bit conversion: 
There are 51 6-bit characters (50 plus <EOT>) which translates to 39 data-
bytes.  There is a need to fill six trailing bits for byte alignment so in this 
case an entire <EOT> character is encoded.  

Data Byte Count Indicator 
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JAIFの例 （ISO/IEC15962 Annex U） 

ISO 1736xと 
同一データ構造 
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RFID活用のための 

具体的提言 
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RFIDを利用するための課題 

・RFIDのリーダ・ライタの機能がほとんどの国際標準を
サポートしていないためアプリ側でこの部分を理解し、
システム構築する必要がある。 

・これらの国際標準がすべての1次元/2次元シンボル
やすべてのエアーインタフェースのRFIDを包含してい
るためシステムが難解になっている。 

･ISO/IEC 15961シリーズはASN.1というシンタックス
ルールを採用しているが、日本ではASN.1に精通する
ソフト技術者は非常に少ない。自動認識に関連するア
プリケーションソフトウェアを作成する技術者はASN.1
を知らない。 
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前提条件その1 
MSB                                 LSB MSB                               LSB 

USER 
TID 
UII 

RESERVED 

Bank 112 

Bank 102 

Bank 012 

Bank 002 

1Fh 
0Fh 

10h 
00h 

TID [15:0] 

・ 
・ 
・ 

TID [31:16] 2Fh 
1Fh 
0Fh 

20h 
10h 
00h 

UII [15:0] 

UII [N:N-15] 
Stored PC [15:0] 

Stored CRC-16 [15:0] 

・ 
・ 
・ 

3Fh 
2Fh 
1Fh 
0Fh 

30h 
20h 
10h 
00h 

Access Password [15:0] 
Access Password [31:16] 

Kill Password [15:0] 
Kill Password [31:16] 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

DSFID(Precursor) [15:0] 
1Fh 
0Fh 

10h 
00h 

Extended DSFID [7:0] Optional XPC W2[15:0] 
Optional XPC W1[15:0] 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

220h 
210h 

22Fh 
21Fh 

ISO/IEC 18000-63 Type Cを 
使用する 
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前提条件その２ 

ホスト コマンド／ 
レスポンス 
ユニット 

物理的 
質問機 

データプロトコル 
プロセッサー 

アプリケーション 
コマンド 

エア 
インター 
フェイス 

論理メモリー 

エンコーダ 
デコーダ 

アプリケーション 
レスポンス 

タグドライ
バー コマンド 

レスポンス 

論理メモリー
マップ 

物理的メモリー アプリケーション
プログラム 
インターフェイス 

ISO/IEC 18000 
ISO/IEC 15963 

ISO/IEC 
 15961 

ISO/IEC 
 15962 

ISO/IEC 15962 
アネックス 

ISO/IEC 
 24791 

マッピング 
ルール 

ISO/IEC 24791、ISO/IEC 15961のアプリケーション 
プログラムインターフェイス（ASN.1）は使用しない。 
しかし、ISO/IEC 15962の設定条件は守る。 
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具体的提言1 二度読み防止機能1 

1次元/2次元シンボルリーダは数msec～数10msecに1回データを取り込んでいる。
そのためリーダの視野内を100msecかけてラベル（物）が通過すると、10回程度の
データが入手できる。これらのデータは同じデータであれば同じラベルと判断し、ホス
トコンピュータに1回しかデータを送信しない。リーダの視野内からシンボルが消失す
るか、あるいは異なったデータのシンボルが視野内に出現すれば、前のシンボル
データはキャンセルされる。一旦、シンボルデータがキャンセルされると、次に、前と
同じデータを読み取ってもデータをホストコンピュータに送信する。1次元/2次元シン
ボルリーダにこのような機能が備わっているのはホストコンピュータの処理能力が小
さかったときから1次元シンボルが使用されており、その名残かもしれない。しかし、こ
のメカニズムはホストコンピュータの負担を大幅に軽減している。現時点で、1次元/2
次元シンボルと同様な2度読み防止機能を備えたRFIDのリーダ・ライタは存在しない。
この機能はミドルウェアで実現することができるが、RFIDの特性をよく知らないアプリ
ケーション側の技術者がミドルウェアを開発するのは困難である。 

提言：読み取ったRFタグデータが確定したらRFタグと
リーダ・ライタとの交信がいったん途絶えない限りホ
ストコンピュータに同じRFタグデータを送らない。 
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具体的提言2、3 二度読み防止機能2、データ連結機能 

RFIDは電波環境により、通信が安定しない場合がある。二度読み防止機能1の機能
があっても、電波環境によって一旦、電波が消失すると二度読みする可能性がある。
そのため、時間管理による二度読み防止機能が必要になる。 
読み取ったRFタグデータで、データが確定したら設定時間内はホストコンピュータに
同じRFタグデータを送らない。また、ホストコンピュータからその時間を設定できる。こ
の機能は電源投入時にホストコンピュータからのコマンドで設定することもできるし、
バーコードメニューのようなメニュー方式で設定することもできるようにすべきである。 

提言：読み取ったRFタグデータが確定したら設定時間内はホス
トコンピュータに同じRFタグデータを送らない。 

必要なデータに対しRFタグのメモリーが十分ある場合は必要ないがメモリーが不足
する場合、MB012（UIIバンク）とMB112（ユーザバンク）とを連結して1つのデータとして
使用する場合がある。この場合、MB012のデータとMB112のデータとを連結してホスト
コンピュータに送る。しかし、MB012のデータはユニークである必要がある。 

提言：MB012のデータとMB112のデータとを連結して、ホストコ
ンピュータに送信することができる。 
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具体的提言4 データの連結機能 

GS1のLLRPは連続した1箇所の情報や独立した2箇所の情報でのフィルタリングは可
能と思われる。しかし、ANDの条件でのフィルタリングはできないようである。例えば、
SSCCとGRAIのタグを、ANDの条件でフィルタリングするということはできないようであ
る。リーダ・ライタのフィルタリング仕様でもANDの条件でフィルタリングすることはで
きないようである。サプライチェーンでは輸送単位と輸送機材タグとの両方のタグを
読んだり、かんばんタグと輸送機材タグとの両方のタグを読んだりする場合のように
複数種類のタグを読ませるニーズが多い。また、1種類のタグで、輸送単位に複数の
会社のタグが付いている場合に、自社のタグのみ読み取るときは、連続した識別子
（この場合はJ、1J～6J）、IAC（発番機関コード）、CIN（発番機関が指定した企業コー
ド）でフィルタリングすれば可能になる。  
（a）フィルタリング機能その1 ： MB012のPCビットのビット17（EPC：ビット17＝0）とUII
（ビットhex20～）の先頭8ビットで（ビットhex20～hex27）で選択的読み取りができる。  
（b）フィルタリング機能その2 ： MB012のPCビットのビット17（ISO：ビット17＝1）とUII
（ビットhex20～）の先頭1～3キャラクタで選択的読み取りができる。（J、25S、5K）  
（c）フィルタリング機能その3 ： MB012のPCビットのビット17（ISO：ビット17＝1）とUII
（ビットhex20～）の先頭1～3キャラクタの複数種類の選択的読み取りができる。（1J
と2J、25Sと25B、15Kと25K・・・・） 

提言：複数種類のフィルタリング機能を使用することができる。 
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具体的提言5 データ圧縮機能 

8ビット（1キャラクタ）のデータをアプリケーション（ホストコンピュータ）からミド
ルウェアに送付するのでミドルウェアでプレカーソルのコンパクションタイプに
対応してバイナリ、6ビットおよび7ビットに変換してリーダ・ライタに送付し、
RFタグに書き込む。ここでの6ビットコンパクションはISO 17364～ISO 17367
で指定されるキャラクタセットを意味する。 

提言：MB112のプレカーソルに対応して6ビットおよび
7ビットのデータ圧縮を行う。 
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具体的提言6 リーダ・ライタからの転送データ 

1次元シンボルに格納されたデータは、リーダから1次元シンボルに格納されたデータ
の内容そのものが送信される。リーダの設定によってはデータキャリア識別子がデー
タの先頭に付加される。2次元シンボルを1次元シンボルと同様の使い方をすれば全
く同じになる。2次元シンボルをISO/IEC 15434で規定される使い方をすると先頭に
メッセージフォーマット、フォーマットヘッダー、セパレータ、フォーマットトレイラー最後
にメッセージトレイラーが付加される。 
 MB012のデータをリーダ・ライタからホストコンピュータへ転送する場合はMB012の
ビットhex20以後のデータのみ送信すべきである。そうすれば1次元シンボルリーダか
らの転送データと同じになる。データキャリア識別子が必要ならRFIDに割り当てられ
たISO/IEC 15424のコードキャラクタZを使用すべきである。MB112のデータをリーダ・
ライタからホストコンピュータへ転送する場合はMB112のビットhex20以後のデータの
み送信すべきである。 

提言：MB012のデータをリーダ・ライタからホストコンピュータへ
転送する場合はMB012のビットhex20以後のデータのみ送信す
べきである。MB112のデータをリーダ・ライタからホストコン
ピュータへ転送する場合はMB112のビットhex20以後のデータ
のみ送信すべきである。 
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具体的提言7 複数一括読み取りのメカニズム 

RFIDは1次元/2次元シンボルと比較して複数一括読み取りを大きな特長とし
ている。その性能を最大限利用するためには、毎回の読み取りで全てのRF
タグを読み取るのではなく、読み取ったRFタグは応答しないようにして、読み
取っていないRFタグの読み取り機会（確率）を増加させるようなメカニズムが
必要である。 

提言：毎回の読み取りで全てのRFタグを読み取るの
ではなく、読み取ったRFタグは応答しないようにして、
読み取っていないRFタグの読み取り機会（確率）を増
加させるべきである。 
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具体的提言8 リーダ・ライタの処理フロー 

アプリケーションプログラムを作成する技術者はRFIDについての知見はほと
んどない。リーダ・ライタのどのコマンドをどのように組み合わせればどういう
機能が実現できるのかどうか全く解らない。実例を挙げたプログラムフロー
チャートが必要と思われる。プログラムフローチャートをリーダ・ライタやミド
ルウェアのメーカが提示すると、問題が起きたときクレームにつながるという
懸念もあるが、アプリケーションプログラムを作成する技術者が容易にプロ
グラムを開発できないと普及につながらないのも事実である。RFタグの特性
を最もよく理解しているリーダ・ライタのメーカが解説書を提示すべきと思わ
れる。 

提言：アプリケーションプログラムを作成する技術者
が容易にプログラムを開発できるように、RFタグの特
性を最もよく理解しているリーダ・ライタのメーカが処
理フローに関連した解説書を提示すべきである。 
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ご清聴、ありがとうございました。 

柴 田    彰 
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